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幼児をもつ母親の育児ストレスに関する縦断的研究

一 1歳6か月児とその2年後の母親の育児ストレスの変化について一

園田　和子1），武井　修治2），松成　裕子3）

〔論文要旨〕

　1歳6か月児をもつ母親の育児ストレスが，その2年後にどのように変化していたかを明らかにする目的で，1

歳6か月児健康診査に参加し，その2年後の再調査に協力した母親27人を対象に，日本版PSI尺度を用いて調査

した。

　その結果15の下位尺度のうち，「子どもの気が散りやすい／多動」に関する母親のPSI得点平均値は，初回調

査時と比べて再調査時において有意に低値であった（p＝0028）。また，母親の就労形態やその後の末子誕生の有

無による影響を検討したが，有意差を示す下位尺度はなかった。

　以上のことより，母親の育児ストレスは子どもの成長と共に低下することがうかがえたが，その要因については

更なる検討が必要である。
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1．緒 言

　母親の育児ストレスについての先行研究では，育児

感情の複雑性の規定要因の分析，ストレッサーとスト

レス反応の峻別，ソーシャルサポートとの関連性の分

析等1）が報告されている。しかし，その多くが横断調

査であり，一般住民を対象とした母親の育児ストレス

の変化を継時的に調査した縦断調査は少ない。初めて

の育児への不安や子どもの発達についての理解不足な

どから，子どもとの関係がうまくいかないと悩む母親

も多い。このような母親が児の成長に伴って母親の

育児ストレスがどのように変化していくのかがわかれ

ば，先々の見通しがつき，不安感が安心に変わり冷静

にその時期を乗り越えることができると考える。

　そこで，1歳6か月児をもつ母親の育児ストレスが，

その2年後にどのように変化していたかを明らかにす

ることを目的に本調査を実施した。

皿．研究方法

1、対　象

　平成24年4～7月に実施されたA県内のB市保健

センターの1歳6か月児健康診査（以下，1歳6か月

児健診）に，健診目的で来所し，1歳6か月児をもつ

母親の育児ストレス度調査（以下，初回調査）に回答

し，2年後の再調査（以下，再調査）への参加に，同

意した母親を対象とした。

　なお，初回調査は1歳6か月児健診の受診者のうち

同意の得られた300人に調査票を配布し，172人から回
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答を得た（有効回答率57．3％）。そのうち，2年後の

再調査への参加に同意した母親は63人であった。

2．調査方法

　初回調査参加者のうち数年後の再調査への参加に同

意した母親に，再調査の依頼文と調査票および返信用

封筒一式を送付した。調査に対する同意については，

最終的な回答をもって同意が得られたとみなし，返信

用封筒で研究者へ返送することを依頼した。調査の期

間は，平成26年4～6月であった。

　調査票は母親の属性（年齢，家族人員，就労形態，

子どもの数）と母親の育児ストレス度を測定する日本

版PSI尺度（以下，　PSI尺度）23）からなる。このPSI

尺度は，子どもの特徴に起因するストレスを評価する

「子どもの特徴に関するストレス（子どもの側面）」の

7尺度38項目，親の特徴に起因するストレスを評価す

る「親自身に関するストレス（親の側面）」の8尺度

40項目で構成されている。

　回答形式は各項目とも「まったく違う」1点，「違う」

2点，「どちらとも言えない」3点，「そのとおり」4

点，「まったくそのとおり」5点の5段階を選択させ，

得点が高いほど母親の育児ストレスが高いことを意味

するよう質問文が設定されている。その結果に基づき，

兼松らが作成したパーセンタイル表を用いて個々のプ

ロフィールを作成することで，対象の育児に関するス

トレスの特徴のアセスメントが可能である2）。そのた

め，母親の育児ストレス度を各下位尺度のPSIの得

点とその得点に相当するパーセンタイルによって区分

されたスコアで評価した。

3．分析方法

　初回調査の母親の育児ストレス得点と再調査の母親

の育児ストレス得点との2群間の比較においては，対

応のあるt検定を用いて解析した。再調査の母親の育

児ストレス得点と母親の属性との比較にあたり，正規

性の検定を行い正規分布に従わないことが確認された

ので，Mann－Whitney　U検定を用いて解析した。

　データの集計・解析にはSPSS　ver20　for　Windows

を使用し，単純集計した。また，いずれにおいても有

意水準はP＜0．05とした。

4　倫理的配慮

個人情報保護のため調査票は無記名とし，ID番号で

35

管理した。研究協力の依頼では任意であり研究に協力

しなくても何ら不利益を受けないこと，個人が特定さ

れるような内容は発表しないこと，調査結果は研究目

的以外に使用しないこと，調査票の回収をもって同意

とみなすことを説明文に明記し承諾を得た。なお，鹿

児島大学医学部倫理審査委員会の承認を得て実施した。

皿．結 果

1．基本的属性

　初回調査の回答者のうち2年後の再調査への参加に

同意した63人の母親に調査票を配布し，27人から回答

があり（有効回答率42．9％），分析対象とした。

　初回調査のPSI尺度の内的整合性は，　Cronbach’sα

係数0．843であり，再調査のPSI尺度の内的整合1生は，

Cronbach’sα係数0．852であった。

　次に，分析対象の基本的属性は表1のとおりである。

再調査の調査時の母親の平均年齢は34．2±5．0歳であ

り，就労形態は専業主婦13人（48．1％），非正規職員

8人（29．6％），正規職員4人（14．8％）などであった。

また，家族構成については平均人員が4．5±1．1人であ

り，4人家族が14組（51．9％）と最も多く，初回調査

からの2年間で10組の家族に子どもが1人誕生してい

た。1歳6か月児健診の対象児の再調査時の平均月齢

は44．4±08か月で，性別は男児16人（59．3％），女児

11人（40．7％）であった。

表1　初回調査・再調査の対象者の属性
（n＝27）

項 目
初回調査
　（％）

再調査
（％）

母親の平均年齢

家族平均人員

家族人員

子ども平均人員

対象児の月齢（か月）

母親の就労形態

対象児の性別

3人家族

4人家族

5人家族

6人家族

7人家族

8人家族

専業主婦

非正規職員

正規職員

自営業

育児休業中

男児

女児

32．2±49歳

4．3±1．3人

9組（33．3）

8組（29．6）

6組（22．2）

3組（11．1）

　1組（3．7）

2．0±1．0人

19．0±0．6か月

18／S　（66．7）

　4人（14．8）

　4／S　（14．8）

　1人（3．7）

16人（59．3）

11人（40．7）

342±5．0歳

4．5±1．1人

3組（11．1）

14組（51．9）

6組（222）

2組（7．4）

2組（7．4）

2．4±09人

44．4±0．8か月

13人（48．1）

　8人（29．6）

　4人（14．8）

　1人（3．7）

　1ノ人．　（　3．7）
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表2　初回調査のPSI得点と再調査のPSI得点

（n＝27）

項 目 初回調査の平均値（SD）　再調査の平均値（SD） t値 P値

子どもの側面得点

　C1　親を喜ばせる反応が少ない

　C2子どもの機嫌の悪さ

　C3　子どもが期待どおりにいかない

　C4　子どもの気が散りやすい／多動

　C5　親につきまとう／人に慣れにくい

　C6子どもに問題を感じる

　C7　刺激に敏感／ものに慣れにくい

80．0　（14．1）

11．3　（　2．0）

16．4　（　5．1）

9．7　（　3．6）

15．3　（　3．5）

11．0　（　32）

8．3　（　3．4）

79　（　2ユ）

78．6　（20．0）

11．5　（　3ユ）

17．0　（　4．9）

9．1　（　3．7）

14．0　（　3．5）

10．9　（　3．8）

8．1　（　3．6）

8．1　（　2．3）

　．380

－
．295

－
．572

　．629

2．329

　．191

　．296

－
．332

．707

．770

．573

、535

．028

．850

。769

．742

親の側面得点

　P1親役割によって生じる規制

　P2　社会的孤立

　P3夫との関係

　P4　親としての有能さ

　P5　抑うつ・罪悪感

　P6　退院後の気落ち

　P7子どもに愛着を感じにくい

　P8　親の健康状態

107．2　（23．6）

22．5　（　5．5）

169　（　5．1）

11．7　（　5．8）

22．0　（　4．3）

　9．6　（　3．7）

　9．4　（　4．1）

　69　（　2．7）

　＆2（2．6）

103．4　（23．9）

20．5　（　5．9）

16．1　（　5．1）

10．9　（　5．3）

21．7　（　4．6）

10．3（4．1）

　8．7　（　3．0）

　7．3　（　3．6）

　＆3（3ユ）

1．013

1．740

LOIl

1．053

　．309

－
．793

1．102

－
．564

－
．295

．321

．094

．321

．302

．760

．435

．281

．577

．771

総点 187．1　（34．5） 182．4　（40．0） ．762 ．453

2．初回調査と再調査のPSI得点平均値の変化

　初回調査と再調査のPSI得点の平均値は表2のとお

りである。

　母親の育児ストレスの比較において，初回調査の

PSI得点の平均値と再調査のPSI得点の平均値を，対

応のあるt検定により比較した。その結果，初回調査

のPS工得点の平均値と比べ，再調査のPSI得点の平

均値の方が有意に低いストレス得点を示した下位尺度

は「子どもの気が散りやすい／多動」であった（t＝

2329，p＝0．028，表2）。一方，有意差はないものの

初回調査のPSI得点平均値と比べ，再調査のPSI得

点平均値の方が高くなっていた下位尺度は，「親を喜

ばせる反応が少ない」，「子どもの機嫌の悪さ」，「刺激

に敏感／ものに慣れにくい」，「抑うつ・罪悪感」，「子

どもに愛着を感じにくい」，「親の健康状態」であった。

また，再調査のPSI得点平均値の方が低くなってい

た下位尺度は，「子どもが期待どおりにいかない」，「親

につきまとう／人に慣れにくい」，「子どもに問題を感

じる」，「親役割によって生じる規制」，「社会的孤立」，

「夫との関係」，「親としての有能さ⊥「退院後の気落ち」

であったが，いずれも有意差は認められなかった。

3　属性とPSI得点結果との関係

母親の就労形態において，調査時に就労していた場

合を就労群（非正規職員，正規職員，自営業：以下，

就労群）とし，就労していなかった場合を非就労群（専

業主婦育児休業中：以下，非就労群）として区分した。

そのうえでこの2群間でPSI下位尺度毎に，その中

央値をマン・ホイットニーのU検定により比較した。

その結果，初回調査および再調査のいずれの下位尺度

においても，就労群と非就労群の間に有意差は認めら

れなかった。

　次に，初回調査と再調査時の子どもの人数を比較

したところ，10組の家族に子どもが1人誕生し，増

員となっていた。そこで，子ども人員の増加した群

と増加していない群の2群間で，再調査時のPSI下

位尺度毎に，その中央値をマン・ホイットニーのU

検定により比較した。その結果，いずれの下位尺度

においても有意差は認められなかった。さらに対

象児の性別の2群間との比較においても，有意差は

認められなかった。

4．初回調査と再調査のPSIパーセンタイルスコアの比較

　兼松らが作成したパーセンタイル表に基づき，初回

調査と再調査のPSIパーセンタイルスコアの変化を

下位尺度毎に比較した（図）。その結果，再調査時に

下位尺度のPSIパーセンタイルスコアが低下してい

た母親の比率は「親役割によって生じる規制」におい
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初回調査・再調査のPSIパー－Lセンタイル区分の変化別の母親の比率

　C1親を喜ばせる反応が少ない’

　　　　C2子どもの機嫌の悪さ
C3子どもが期待どおりにいかない
C4　子どもの気が散りやすい／多動

C5　親につきまとう／人に慣れにくい

　　　C6　子どもに問題を感じる
C7　刺激に敏感／ものに慣れにくい

　P1親役割によって生じる規制
　　　　　　　P2社会的孤立
　　　　　　　P3夫との関係
　　　　P4　親としての有能さ
　　　　　P5抑うつ・罪悪感
　　　P6　i院後の気落ち1■■■■■■■■■■■■■Wt：：：二：：＝コ
P7子どもに愛着を感じにくい巨■■■■■ew＝＝＝＝＝＝：＝＝＝：：：＝：コ
　　　　P8親の健劇犬態陣■■■■■■■■■一こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ
　　　子どもの側面合計得点声■■■■頗■■■■■■■■■匪＝＝：：：：：：：：：：＝コ

　　　　翻蹄麟巨＝＝＝＝：謡藝≡≡≡ヨ
　　　　　　　　　　0．0　　　　　　20．0　　　　　40．0　　　　　60．0　　　　　80つ　　　　　100．0

　　　■低下（改善）　〈％）　　園変化なし（％）　　口増加（悪化）　（％）

　　　　　　図　初回調査・再調査のPSIパーセンタイル区分の変化別の母親の比率

　再調査時に下位尺度のPSIパーセンタイル区分が改善していた母親の比率は「親役割によって生じる規
制」において最も高く（63．0％），次いで「社会的孤立」（55．6％），「子どもが期待どおりにいかない」（5L9％），

「子どもの気が散りやすい／多動」（519％）の順であった。

　再調査時にPSIパーセンタイル区分が悪化していた母親の比率は，下位尺度「刺激に敏感／ものに慣れ
にくい」（51．9％），「親を喜ばせる反応が少ない」（4＆1％），「子どもに愛着を感じにくい」（48．1％）において，

この順で高かった。

て最も高く（63．0％），次いで「社会的孤立」（55．6％），

「了どもが期待どおりにいかない」（519％），「子ども

の気が散りやすい／多動」（519％）において，この

順であった。一方，再調査時にPSIパーセンタイルス

コァが増加していた母親の比率は，下位尺度「刺激に

敏感／ものに慣れにくい」（519％），「親を喜ばせる

反応が少ない」（48ユ％），「子どもに愛着を感じにくい」

（48．1％）において，この順で高かった。

IV．考 察

　母親の育児ストレスに関する横断調査の多い中，子

どもの成長と母親の育児ストレスの変化に関する縦断

調査の必要性を感じ，1歳6か月児をもつ母親の育児

ストレスが，2年後にどのように変化したかを明らか

にすることを目的に本調査を実施した。

　わが国では，母親の育児ストレスについては，牧

野4）の研究報告以降さまざまな視点から研究され，そ

れに伴い種々の尺度が開発されてきている。池田は尺

度には育児不安尺度の系統PSIの系統STAIの系統，

蓄積疲労調査の系統の4つの系統があると述べてい

る1）。そこで，乳幼児をもつ母親の育児ストレスを調

査するにあたり，包括的な視点からPSI尺度を用い

て測定することとした。このPSI尺度はAbidin5）が開

発し，奈良間ら6）の調査で尺度の信頼性，妥当性が確

認されている。また，Abidinによると，PSI得点のパー

センタイルの標準範囲は15％から80％であり，85％以

上を高スコアと記載されている2・　5）。

1．属性との関係

　初回調査時の母親と子どもの属性を平成24年の本邦

での調査と比較すると，出生順位別にみた母親の平均

年齢は第2子の場合32．1歳で，出生順位別出生数の構1

成割合は第1子が46．7％，第2子36．9％，出生児の性

別は男児51．3％，女児48．7％7）であった。これらのこ

とから，本調査の集団は母親の出産年齢は一般的であ

るが，一世帯あたりの子どもの数と男児の割合がやや

多い集団であった。

　母親の就労形態とPSI下位尺度得点との関係性に

ついて，初回調査・再調査毎に比較検討した結果，有

意差は認められなかった。兼松らは就労している母親

より専業主婦の方がPSI得点が高い傾向にあり，「親

につきまとう／人に慣れにくい」，「親役割によって生

じる規制」で有意差が認められたと述べている2）。ま

た，前田らも同様の結果でその理由を，就労している

母親の方が子どもとの距離を置き，育児以外に目を向

けることが気分転換となっている8）ためと分析してい

る。一方，相墨らは初回調査ではストレスを高める要

因として専業主婦が抽出されたが，3年後の調査では
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抽出されなかったことから，地方自治体の支援事業の

成果を受けて，専業主婦という状況は，育児ストレス

を高める要因ではなくなりつつあるのではないかと述

べている9）。これらのことから，本研究結果は相墨ら

の研究結果と一致しており，今後は地方自治体の支援

事業の利用状況と併せて調査していく必要があると考

える。

　次に，初回調査から2年経過した再調査では，約3

割の家族に子どもが1人誕生していた。子どもが増え

た母親の方が育児ストレスが高まるのではないかと予

測し，2年間のうちに子ども人員が増えた群と変化が

なかった群の2群で，再調査のPSI下位尺度得点毎

に比較検討した結果，有意差は認められなかった。井

手によると，兄弟がいる場合，その末子は年齢が高く

なるほど自我が芽生え自己主張や反抗的な行動が多く

なるため，母親の衝動的行動は多くなると述べてい

る10）。今回の調査では，子ども人員は増えてはいるも

のの再調査時の末子の年齢は1歳前後と考えられるた

め，母親の育児ストレスに影響を与えるほどではな

かったと推察される。さらに，この検討により初回調

査と再調査のPSI得点を比較するにあたり，末子の

年齢が1歳前後であれば子ども人員の増加は育児ス

トレスのバイアスとならないものと思われた。

　また，対象児の性別の比較においても，有意差は認

められなかったことから，性差は初回調査と再調査の

PSI得点を比較するにあたり，母親のストレスに影響

を与えなかったと考えられる。

2．初回調査と再調査のPSI得点平均値の変化

　初回調査と再調査のPSI尺度得点の平均値を比較し

た結果，初回調査時と比べ，再調査時の方が「子ども

の気が散りやすい／多動」に対して，有意に低いスト

レス得点を示した。下位尺度「子どもの気が散りやす

い／多動」とは，過剰な活動，絶えず動いている，低

い注意力，人の話を聞かない，やり始めたことを最後

までやらないといった行動で，子どもの行動を観察す

ることにより確認できる2）。兼松らの調査でこの下位

尺度に対するストレス得点は0歳よりも1歳，2・3

歳の方が有意に高くなっており，その理由は乳児期か

ら幼児期へと移行していく過程で，自我の芽生えによ

り行動範囲が広がることで，親の手を煩わせる行動が

増えるためとしている。しかし，この調査は1歳と2・

3歳の比較を行っておらず，1歳6か月と3歳を比較

小児保健研究

した本研究とは比較している年齢層が異なるため，一

概に本研究とは比較することはできない。本調査結果

は，この子どもが1歳6か月頃より3歳6か月頃の方

が，この下位尺度における母親の育児ストレス度が低

下する傾向にあることを示している。一般に，1歳6

か月頃の子どもは興味を持ったものに意識が向く傾向

があり，母親はその行動を気が散り易いと捉えてスト

レスを抱きやすい。一方，子どもは3歳頃からごっこ

遊びなど集団で遊び始め，これらの遊びをとおして，

他者との関係を学び，親子間でもコミュニケーション

がとれるようになってくる。そのため，再調査時の母

親の育児ストレス度が低下していたのではないかと推

察される。

3．経時的に影響する下位尺度

　子どもの成長に伴って特異的な推移を示すPSI下

位尺度があるのかを，PSIパーセンタイルによって区

分されたスコアを用いて比較検討した。その結果有意

差は認められなかったものの，再調査時にPSIパー

センタイル区分が改善していた下位尺度と，悪化して

いた下位尺度が認められた。このことは子どもの成長

に伴って特異的な推移を示す下位尺度のあることをう

かがわせるが，本研究の結果からだけではそれ以上の

推論は不可能であり，今後詳細な研究が侯たれる。

4．調査の限界

　本研究の対象児の健康状態については，1歳6か月

児健診会場で直接調査協力の依頼をしており，子ども

の発育・発達状態に問題を抱えるような児は認められ

なかったことから，選択バイアスはないと考える。一

方，再調査においては，初回調査時に2年後の再調査

への協力依頼をし，調査への参加に同意した母親を対

象に調査票を郵送にて送付した留置き調査である。そ

のため健康上の問題を抱える児が含まれる場合には，

選択バイアスが存在する可能性を否定できない。また，

協力者のみに調査しているため，一般化するには限界

がある。

V．結 論

　1歳6か月児をもつ母親の育児ストレスが，2年後

どのように変化しているかPSI尺度を用いた縦断調

査を実施した。その結果，以下のことが明らかとなっ

た。
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1．PSI下位尺度の「子どもの気が散りやすい／多動」

　に対して，有意にPSI得点が低下する母親の割合

が多い。

2．PSI得点結果と母親の就労形態，子ども人員の増

加との関係性は認められない。

3．子どもの年齢が上がると，母親の育児ストレスが

軽減する傾向にある下位尺度は，「親役割によって

生じる規制」，「社会的孤立」，「子どもが期待どおり

にいかない」，「子どもの気が散りやすい／多動」で

ある。
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〔Summary〕

　The　object　of　this　study　was　to　reveal　that　how　the

parenting　stress　of　rnothers　having　18－month－old　child

had　changed　after　two　years　observation．　Parerlting

stress　of　27　mothers　was　evaluated　by　PSI　scale，　vali－

dated　in　Japan，　at　their　children　was　l8－month－old　and

2years　later．

　Among　15　subscales　of　PSI，　as　the　result，　rnean　PSI

score　of　mothers　for‘the　child　characteristics　of　dis－

traCtibility／hyperaCtivity’at　the　2nd　examinatiOn　waS

significantly　lower　than　that　examined　when　their　child

was　at　18　month－old（p＝0．028）．　Furthermore，　no　PSI

subscales　influenced　by　mothers’working　style　or　hav－

ing　another　birth　were　detected．

　These　results　indicated　that　the　parenting　stress　of

rnothers　decreased　with　the　growth　of　their　child，　how－

ever，　further　examination　is　necessary　to　clarify　the　fac－

tors　which　influence　on　mothers’ parenting　stress．

〔Key　words〕
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PSI　scale　validated　for　Japanese，　！ongitudinal　study

Presented by Medical*Online


	0034
	0035
	0036
	0037
	0038
	0039



